
平成２６年度

菊陽町下水道事業会計補正予算書（第２号）

熊本県菊池郡菊陽町





  （総　　則）
第　１　条　　平成２６年度菊陽町下水道事業会計の補正予算（第２号）は、次に定めるところによる。

  （収益的収入及び支出の補正）
第　２　条　　平成２６年度菊陽町下水道事業会計補正予算（第１号）（以下「予算」という。）第２条に定めた収益的収入及び支出
　の予定額を次のとおり補正する。

（科　　　目）

　第　１　款 事業収益 千円 千円 千円
　　第　１　項 　営業収益 千円 千円 千円
　　第　２　項 　営業外収益 千円 千円 千円
　　第　３　項 　特別利益 千円 千円 千円

　第　１　款 事業費用 千円 千円 千円
　　第　１　項 　営業費用 千円 千円 千円
　　第　２　項 　営業外費用 千円 千円 千円
　　第　３　項 　特別損失 千円 千円 千円
　　第　４　項 　予備費 千円 千円 千円

平成２６年度菊陽町下水道事業会計補正予算（第２号）

９１８,２８８
５２７,９５６
９１８,２８８

（既決予定額） （補正予定額） （計）

収　　　入

１,４４６,２４５ １,４４６,２４５

５２７,９５６
１ １

支　　　出

１,３９５,５２９ １４８ １,３９５,６７７
１,１５８,３９３ １４８ １,１５８,５４１
２２０,７９３ ２２０,７９３

６,３４３ ６,３４３
１０,０００ １０,０００
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  （資本的収入及び支出の補正）
第　３　条　　予算第３条本文括弧書中「資本的収入額が資本的支出額に対して不足する額４１２，６５９千円は、過年度損益勘定

（科　　　目）

　第　１　款 資本的収入 千円 千円 千円
　　第　１　項 　企業債 千円 千円 千円
　　第　２　項 　出資金 千円 千円 千円
　　第　３　項 　負担金 千円 千円 千円
　　第　４　項 　補助金 千円 千円 千円
　　第　５　項 　交付金 千円 千円 千円
　　第　７　項 　その他資本的収入 千円 千円 千円

　第　１　款 資本的支出 千円 千円 千円
　　第　１　項 　建設改良費 千円 千円 千円
　　第　２　項 　企業債償還金 千円 千円 千円
　　第　３　項 　投資 千円 千円 千円
　　第　４　項 　予備費 千円 千円 千円

（既決予定額） （補正予定額） （計）

収　　　入

４９５,０２２ △４３，３８７ ４５１,６３５
２１９,９００ △２５，８００ １９４,１００
１１３,６６０ １１３,６６０
１７,９８３ △３４ １７,９４９
５０,４８６ △３，０８０ ４７,４０６
９２,０００ △２２，６００ ６９,４００

９９３ ８,１２７ ９,１２０

支　　　出

９０７,６８１ △４３，３８７ ８６４,２９４
３１９,３８８ △５１，５１４ ２６７,８７４
５８６,０１１ ８,１２７ ５９４,１３８

８２ ８２
２,２００ ２,２００

　留保資金１０，７７６千円、当年度損益勘定留保資金３０９，０９７千円、減債積立金３０，０００千円、繰越利益剰余金処分額
　５１，０９７千円及び当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額１１，６８９千円で補填するものとする。」を「資本的収
　入額が資本的支出額に対して不足する額４１２，６５９千円は、過年度損益勘定留保資金１０，７７６千円、当年度損益勘定留保
　資金３０９，０９７千円、減債積立金３０，０００千円、繰越利益剰余金処分額５１，２７６千円、当年度利益剰余金処分額１，
　７３９千円及び当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額９，７７１千円で補填するものとする。」に改め、資本的収入及
　び支出の予定額を次のとおり補正する。
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  （企業債の補正）
第　４　条　　予算第４条に定めた起債の目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法を、次のとおり変更する。

  （議会の議決を経なければ流用することができない経費の補正）
第  ５  条　　予算第５条に定めた経費の金額を次のように改める。

（科　　　目）

職員給与費

  （他会計からの補助金の補正）
第  ６  条　　予算第６条中「２１８，６７２千円」を「２１５，５９２千円」に改める。　　

平成２６年１２月４日提出

菊陽町長 後　藤　三　雄

利率 償還の方法
起債の目的

補正前 補正後
限度額（千円） 起債の方法 利率 償還の方法 起債の方法

41,900
証書借入
又は
証券発行

５％以内
３０年以内（据置期
間５年以内　半年賦
元利均等償還又は半
年賦元金均等償還）
ただし、企業財政そ
の他の都合により、
据置期間及び償還期
間を短縮し、又は繰
上償還若しくは、低
利債に借り換えるこ
とができる。

35,600

（ただし、利率見直
し方式で借り入れる
政府資金及び地方公
共団体金融機構資金
について、利率の見
直しを行なった後に
おいては当該見直し
後の利率）

97,200

限度額（千円）

計 219,900 194,100

補正前に
同じ

補正前に
同じ

流域下水道事業分

（既決予定額） （補正予定額） （計）

　５２，３７４千円 １８８千円 ５２，５６２千円

流域関連公共下水
道事業分

116,700
補正前に
同じ
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付　　属　　書　　類
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収　　入 （単位：千円）

款 項 目 既決予定額 補正予定額 計 備　　考

1 事業収益 1,446,245 1,446,245

１．営業収益 918,288 918,288

１．下水道使用料 755,485 755,485

２．他会計負担金 146,501 146,501

４．その他営業収益 16,302 16,302

２．営業外収益 527,956 527,956

１．受取利息及び配当金 80 80

２．他会計補助金 168,186 168,186

４．長期前受金戻入 359,495 359,495

５．消費税及び地方消費税
　　還付金

1 1

６．雑　収　益 194 194

３．特別利益 1 1

２．過年度損益修正益 1 1

1,446,245 1,446,245

平成２６年度　菊陽町下水道事業会計補正予算実施計画

収益的収入及び支出

収　入　合　計
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支　　出 （単位：千円）

款 項 目 既決予定額 補正予定額 計 備　　考

1 事業費用 1,395,529 148 1,395,677

１．営業費用 1,158,393 148 1,158,541

１．管渠費 283,231 33 283,264 職員給与費

２．ポンプ場費 17,411 55 17,466 職員給与費

３．セミコンテクノパーク
　　維持管理費

121,191 24 121,215 職員給与費

４．処理場費 7,446 7,446

５．総係費 50,209 36 50,245 職員給与費

６．減価償却費 675,905 675,905

７．資産減耗費 3,000 3,000

２．営業外費用 220,793 220,793

１．支払利息 209,194 209,194

２．補助金 180 180

４．消費税及び地方消費税 7,964 7,964

５．雑支出 3,455 3,455

３．特別損失 6,343 6,343

４．過年度損益修正損 1 1

５．その他特別損失 6,343 6,343

４．予備費 10,000 10,000

１．予  備  費 10,000 10,000

1,395,529 148 1,395,677支　出　合　計
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収　　入 （単位：千円）

款 項 目 既決予定額 補正予定額 計 備　　考

１資本的収入 495,022 △ 43,387 451,635

１．企業債 219,900 △ 25,800 194,100

１．企業債 219,900 △ 25,800 194,100 流域下水道事業債・公共下水道事業債

２．出資金 113,660 113,660

１．出資金 113,660 113,660

３．負担金 17,983 △ 34 17,949

１．他会計負担金 1,800 △ 34 1,766 一般会計繰入金（雨水事業分）

２．受益者負担金 16,183 16,183

４．補助金 50,486 △ 3,080 47,406

３．他会計補助金 50,486 △ 3,080 47,406
一般会計繰入金（汚水・老朽管対策事業
分）

５．交付金 92,000 △ 22,600 69,400

１．交付金 92,000 △ 22,600 69,400 社会資本整備総合交付金

７．その他資本的 993 8,127 9,120

　　収入 １．その他資本的収入 993 8,127 9,120
平成25年度熊本北部流域下水道建設負担金
の返還

495,022 △ 43,387 451,635

資本的収入及び支出

収　入　合　計
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支　　出 （単位：千円）

款 項 目 既決予定額 補正予定額 計 備　　考

１資本的支出 907,681 △ 43,387 864,294

１．建設改良費 319,388 △ 51,514 267,874

１．施設費 319,388 △ 51,514 267,874
社会資本整備総合交付金事業　△45,200
熊本北部流域下水道建設負担金　△6,314

２．企業債償還金 586,011 8,127 594,138

１．企業債償還金 586,011 8,127 594,138
平成25年度熊本北部流域下水道建設負担金
の返還に伴う繰上償還

３．投資 82 82

１．投資 82 82

４．予備費 2,200 2,200

１．予備費 2,200 2,200

907,681 △ 43,387 864,294支　出　合　計
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（１）総括

（２）給料及び職員手当等の増減額の明細

200

期末手当　　 　2
勤勉手当　   198

その他の増減分 △ 330

職員手当等 200

制度改正に伴う増減分 ―

その他の増減分

給料 △ 330

給与改定に伴う増減分 ―

普通昇級に伴う増加分 ―

昇給期間短縮に伴う増加分 ―

区分 増減額 増減事由別内訳 備考
（単位：千円）

比較 2 198

補正後 7,539 4,146 1,829 1,230 368 678 398 600

398 600

日直
手当

地域
手当

補正前 7,537 3,948 1,829 1,230 368 678

扶養
手当

通勤
手当

住居
手当

管理職手
当

児童
手当

用地交渉
手当

200 △ 130 318 188

（単位：千円）

職
員
手
当
等
の
内
訳

区分
期末
手当

勤勉
手当

時間外手
当

△ 130 170 40

合　計 △ 330

200 148 148

資本勘定
支弁職員

△ 130

16,788 44,137 8,425 52,562

比

較

損益勘定
支弁職員

△ 200

6,821 19,640 3,828 23,468

合　計 8 27,349

資本勘定
支弁職員

4 12,819

14,530 9,967 24,497 4,597 29,094

16,588 44,267 8,107 52,374

補
正
後

損益勘定
支弁職員

4

6,821 19,770 3,658 23,428

合　計 8 27,679

9,767 24,497 4,449 28,946

資本勘定
支弁職員

4 12,949

給料 賃金 手当等 計

補
正
前

損益勘定
支弁職員

4 14,730

給　与　費　明　細　書

（単位：千円）

区　　分
職員数（人） 給　　与　　費

法定福利費 合計
特別職 一般職 報酬

-
 
1
0
 
-



（単位：円）

１　業務活動によるキャッシュ・フロー

　　　当期純利益 44,075,193

　　　減価償却費 675,904,552

　　　貸倒引当金増減額（△は減少） 4,535,000

　　　賞与･法定福利費引当金増減額（△は減少） 3,783,000

　　　長期前受金戻入 △ 359,495,000

　　　受取利息及び受取配当金 △ 80,000

　　　支払利息 209,194,000

　　　固定資産除却損 3,000,000

　　　未収金の増減額（△は増加） 7,111,944

　　　棚卸資産増減額（△は増加） 0

　　　未払金増減額（△は減少） △ 19,299,707

　　　その他 △ 11,360,274

　　　　　小計 557,368,708

　　　利息及び配当金の受取額 80,000

　　　利息の支払額 △ 209,194,000

　　業務活動によるキャッシュ・フロー 348,254,708

２　投資活動によるキャッシュ・フロー

　　　有形固定資産の取得による支出（建設改良費） △ 302,188,041

　　　無形固定資産の取得による支出（建設改良費） △ 33,284,259

　　　基金積立 △ 82,000

　　　交付金による収入 110,182,000

　　　受益者負担金・分担金による収入 16,650,488

　　　他会計負担金・補助金による収入 49,172,000

　　　その他資本的収入 9,120,000

　　投資活動によるキャッシュ・フロー △ 150,429,812

３　財務活動によるキャッシュ・フロー

　　　企業債の発行による収入 232,000,000

　　　企業債の償還による支出 △ 594,136,464

　　　他会計出資金の受入 113,660,000

　　財務活動によるキャッシュ・フロー △ 248,476,464

４　資金増減額 △ 50,651,568

５　資金期首残高 57,838,882

６　資金期末残高 7,187,314

平成２６年度予定キャッシュフロー計算書（間接法）
（平成26年4月1日～平成27年3月31日）

-
 
1
1
 
-



円 円 円 円

1 固定資産
(1) 有形固定資産

イ土地 1,721,444,479
ロ建物 145,338,561

減価償却累計額 29,423,785 115,914,776
ハ構築物 22,491,984,461

減価償却累計額 1,645,456,397 20,846,528,064
ニ機械及び装置 720,864,289

減価償却累計額 198,014,198 522,850,091
ホ車両運搬具 1,593,727

減価償却累計額 767,988 825,739
ヘ工具器具及び備品 2,328,473

減価償却累計額 835,040 1,493,433
ト建設仮勘定 13,564,346

有形固定資産合計 23,222,620,928
(2) 無形固定資産

イ施設利用権 897,502,600
無形固定資産合計 897,502,600

(3) 投資その他資産
イ基金 202,653,722

投資合計 202,653,722
固定資産合計 24,322,777,250

2 流動資産
(1) 現金預金

イ預金 7,187,314 7,187,314
(2) 未収金

イ営業未収金 77,878,588
ロ営業外未収金 0
ハその他未収金 3,036,357
ニ貸倒引当金 △ 4,535,000 76,379,945

(3) 貯蔵品 178,260 178,260
流動資産合計 83,745,519
資産合計 24,406,522,769

平成２６年度菊陽町下水道事業予定貸借対照表
（平成２７年３月３１日）

資　　産　　の　　部

-
 
1
2
 
-



円 円 円

3 固定負債
(1) 企業債

イ 8,118,405,161 8,118,405,161

固定負債合計 8,118,405,161

4 流動負債
(1) 一時借入金 0
(2) 企業債

イ 598,185,031 598,185,031

(3) 未払金
イ営業未払金 11,079,600
ロ営業外未払金 4,312,600
ハその他未払金 70,000 15,462,200

(4) 引当金
イ賞与引当金 3,216,000
ロ法定福利費引当金 567,000 3,783,000

(5) その他流動負債
イ預り金 10,318,670 10,318,670

流動負債合計 627,748,901

5 繰延収益
(1) 長期前受金 13,495,210,789
(2) 長期前受金収益化累計額 △ 1,076,755,824

繰延収益合計 12,418,454,965
負債合計 21,164,609,027

円 円 円

6 資本金
(1) 自己資本金

イ固有資本金 1,730,278,773
ロ繰入資本金 113,660,000
ハ組入資本金 45,102,985 1,889,041,758

資本金合計 1,889,041,758

7 剰余金
(1) 資本剰余金

イ国庫補助金 836,648,992
ロ受贈財産評価額 32,673,869
ハその他資本剰余金 2,809,888

資本剰余金合計 872,132,749
(2) 利益剰余金

イ減債積立金 30,047,626
ロ利益積立金 0
ハ建設改良積立金 122,641,591
ニ当年度未処分利益剰余金 328,050,018

･その他未処分利益剰余金変動額 (240,909,628)
･繰越利益剰余金 (43,065,197)
･当年度純利益 (44,075,193)

利益剰余金合計 480,739,235
剰余金合計 1,352,871,984
資本合計 3,241,913,742
負債資本合計 24,406,522,769

資　　本　　の　　部

建設改良等の財源に
充てるための企業債

建設改良等の財源に
充てるための企業債

負　　債　　の　　部

-
 
1
3
 
-



１．重要な会計方針に係る事項に関する注記

（１）固定資産の減価償却方法
イ．有形固定資産

　・定額法

　・耐用年数
　　　建物　　　８～３７年
　　　構築物　　１０～５０年
　　　機械及び装置　　６～３５年
　　　車両運搬具　　４～６年
　　　工具器具及び備品　　４～８年

ロ．無形固定資産

　・定額法

　・耐用年数
　　　施設利用権　　　３５年

（２）引当金の計上基準
イ．貸倒引当金

ロ．退職給与引当金

ハ．賞与引当金及び法定福利費引当金

（３）消費税等の会計処理

消費税及び地方消費税の会計処理は税抜方式によっている。

２．予定貸借対照表に関する注記

（１）企業債の償還に係る他会計の負担

（２）みなし償却制度の廃止に伴う経過措置
　平成２６年３月３１日における償却資産の取得又は改良に充てるための補助金等で現に
資本剰余金として整理している額については、平成２６年３月３１日以前に取得又は改良
した資産と補助金等との対応関係を個別的に把握し整理している。

　  職員の退職手当は、一般会計がその全部を負担することになっているため、退職給与
　引当金は計上していない。

　　職員の期末手当・勤勉手当の支給及びこれに伴う法定福利費の支出に備えるため、事
　業年度末における支給見込額に基づき、事業年度の負担に属する額を計上している。

　貸借対照表に計上されている企業債（１年以内に償還予定のものも含む）のうち「下水
道に対する繰出基準」に基づき、企業債の償還に要する資金の一部を一般会計が負担する
と見込まれる額は２，９５５，０５５千円である。

貸借対照表等に関する注記

　　債権の不納欠損による損失に備えるため、実績率等による回収不能見込額を計上して
　いる。

-
 
1
4
 
-



３．セグメント情報に関する注記
（１）報告セグメントの概要

イ．報告セグメントの決定方法

ロ．各報告セグメントの事業内容は次のとおりである。

事業区分

公共下水道事業

農業集落排水事業

（２）各報告セグメントの営業収益等
イ．平成２６年度開始（平成２６年４月１日）

（単位：円）

事業区分 公共下水道 農業集落排水事業 合計

セグメント資産 23,926,779,917 898,611,413 24,825,391,330

セグメント負債 21,064,984,213 677,166,402 21,742,150,615

ロ． 平成２６年度予定（平成２６年４月１日～平成２７年３月３１日）
（単位：円）

事業区分 公共下水道 農業集落排水事業 合計

営業収益 853,549,704 7,577,852 861,127,556

営業費用 1,084,406,152 40,987,193 1,125,393,345

営業損益 △ 230,856,448 △ 33,409,341 △ 264,265,789

経常損益 57,396,391 △ 6,979,198 50,417,193

セグメント資産 23,525,684,815 880,837,954 24,406,522,769

セグメント負債 20,498,237,886 666,371,141 21,164,609,027

その他の項目

他会計繰入金 297,975,000 16,712,000 314,687,000

減価償却費 646,131,647 29,772,905 675,904,552

特別利益 1,000 0 1,000

特別損失 6,343,000 0 6,343,000

ハ． 平成２６年度予定（平成２７年３月３１日）
（単位：円）

区分 公共下水道 農業集落排水事業 合計

当年度未処分利益剰余金 334,742,706 △ 6,692,688 328,050,018

その他未処分利益剰余
金変動額 232,412,426 8,497,202 240,909,628

繰越利益剰余金 51,275,889 △ 8,210,692 43,065,197

当年度純利益 51,054,391 △ 6,979,198 44,075,193

有形固定資産及び無形
固定資産の増加額

361,367,487 21,799,998 383,167,485

事業の内容

公共下水道事業の維持管理、汚水・雨水管渠の整備

農業集落排水事業の維持管理、汚水管渠の整備

　　　菊陽町下水道事業は、公共下水道、農業集落排水事業の２事業を運営しており、各
　　事業毎に運営方針等を決定していることから「公共下水道事業」及び「農業集落排水
　　事業」の２つを報告セグメントとしている。
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